
「運送業界の構造から掘り下げる
～トラックドライバーのモラル問題～」

「命と貨物を守る輸送判断
ドライバーは如何に異常気象、災害に備えるか」

令和6年度

環境と物流を考えるフォーラム

【会場】兵庫県トラック総合会館 ３階大会議室（神戸市灘区大石東町2丁目4-27）

参加無料・定員１５0名

後 援 (予定)

主   催 一般社団法人兵庫県トラック協会

国土交通省近畿運輸局、兵庫県

令和6年１１月２６日（火）１４：００～１６：４０

兵庫県トラック協会マスコット

トラッ君

講演１
（６０分)

講演２
（６０分)

車内からのゴミのポイ捨ては、道路を職場とするプロドライバーとしてのモラルが問われており、トラック業
界では美化月間を設けて、道路環境の美化推進、啓発をおこなっています。
そこで、自らトラックドライバーであった経験から、ドライバーの労働環境の実態等について情報発信を行っ
ている講師から、ポイ捨て問題が起こりうる業界特有の背景などについてご講演いただきます。

昨今頻発、激甚化する異常気象による風水害や雪害等に対処するため、国民生活のライフラインを担うト
ラック事業者、ドライバーは、どのように気象情報を活用し、円滑な物流を確保するのか。輸送に与えるリスク
を確認し、命と貨物を守る輸送判断が重要になっています。
そこで、気象、防災の専門家である講師(気象予報士)から、輸送計画を立てるに際してどのような情報を
いつどのように活かすのかご紹介いただきます。

橋本 愛喜 氏(フリーライター)
元工場経営者・トラックドライバー。大型自動車免許取得後、トラックで200社以上のモノ
づくりの現場へ足を運ぶ。現在はブルーカラーの人権・労働に関する問題や、文化差異・
差別・ジェンダーなどの社会問題などを軸に各媒体へ執筆・出演中。

正木 明 氏(気象予報士・防災士)
1961年 兵庫県尼崎市に生まれ。朝日放送「おはよう朝日です」の他、ラジオ関西「正木
明の地球にいいこと」に出演。お天気だけでなく気候変動問題や防災についても発信、活
動している。2022年から、子どもたちに向けた気候変動に関する出張授業プロジェクト
「地球ラボ」で各地を回っている。



令和６年度

一般社団法人

兵 庫 県 ト ラ ッ ク 協 会

〒657-0043
神戸市灘区大石東町 2 丁目 4 番 27 号

FAX：０７８-８８２-５５６５ TEL：０７８-８８２-５５５６

メール：hta@hyotokyo.or.jp

環境と物流を考えるフォーラム 参加申込書

申込締切は１１月１８日 (月 ) です。お早めにお申し込み下さい。

※ご提供頂きました個人情報は当フォーラムの申込管理のためのみに使用させて頂きます。
また、ご記入頂きました個人情報は、第三者への開示提供は致しません。

 ■参加申し込み方法

参加ご希望の方は、下記要領にてお申込み下さい。

【FAX】

上記の FAX申込用紙に必要事項をご記入の上、

 FAX078-882-5565 まで送信して下さい。

【Mail】

上記のFAX申込用紙記載の必要事項をメール本文に

   ご記入の上、hta@hyotokyo.or.jpまで送信して下さい。

*定員 （150名）になり次第、受付を終了させて頂きます。

*当日は、参加申込確認の為、参加申込用紙又は名刺を受付に提出下さい。

*参加者に代わる代理の方のご出席は、差し支えありません。 （名刺をご用意下さい。）

■公共交通機関でのご来場をお願いします。 （※駐車場は狭隘につき、使用出来ません）

FAX 078-882-5565

ご所属部署／役職

①

②

参加者氏名（上記お申込ご担当者様もご参加の場合は、下欄に再掲ください。）

ご所属会社／団体名

ＴＥＬ

ＦＡＸ

お名前

ご住所 〒 -

ご担当者氏名

mailto:a.kankou@kankouken.org
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